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「地域包括ケア推進」が急展開する中での
本学会の役割について

日本在宅医学会　代表理事　前 田 憲 志
　2012 年には「地域包括ケア」推進のため，全国 105 箇所で拠点事業が行われ，2013 年には，「地域

医療再生基金」を活用して，全国各地域に「市町村単位で地域包括ケアを展開するための推進事業」

が実施され，在宅医療・介護連携の推進を図るべく「介護保険制度改正」が検討されています．また，

在宅医療・介護の連携推進のため，「医療計画の見直し」「地域ケア会議の充実」「生活支援の充実」「介

護予防の推進」など，在宅医療を中心として，「医療・介護・生活支援制度」の急速な変革が展開さ

れようとしています．これに伴い，在宅医療を取り巻く環境も大きく変革することが求められていま

す．この大変革も在宅医療に携わる人々が中心となって，受益者の立場を尊重し，高齢化社会に適し

た形に社会の機能を作り上げていかねばなりません．そのためには，種々の職能の方々の参加が必要

となりますが，医療者が受益者の代弁者としてリーダーシップをとり，各地域の特性に応じた地域包

括ケア方式づくりに参画することが求められています．

　拠点事業の成果の一つとして「かかりつけ医機能の中に在宅医療は当然含まれる」ので，「原則全

員参加で在宅医療に参画するが，同時に強力な支援体制の構築が必要である」との合意が得られた地

区医師会と行政も生まれています．多数の「かかりつけ医」が参加し，在宅医療の面展開が図られる

ことは望まれる姿でありますが，「各地域に応じた強力な支援体制作り」が不可欠であります．この

支援体制づくりには在宅医療に精通し，多面的な能力を身につけたリーダーが不可欠であり，本学会

の専門医は「ポートフォリオ学習」等多面的な対応能力を身につけており，各地区でのリーダーとし

て活動するとともに，更に多くの専門医の養成を急ピッチで進めていかねばなりません．また，全国

での面展開を促進する上においても，支部組織の構築，地区別の支援体制のありかたの抽出等を進め

ねばなりません．

　同時に，新しい学問体系としての在宅医療を中心とした「地域包括ケア学」構築に向けて，「デー

タベース構築」に着手しなければなりません．更に，「支える医療・医学」の体系を構築するには，「堅

剛性と対比した脆弱性に関する総合的な研究」を研究機関等とも連携して総合的に進めて行かねばな

りません．このような状況のもと，第 16 回日本在宅医学会大会が浜松市において，「在宅医療　日本

の未来への道標」をメインテーマとして開催されました．小野宏志大会長はじめ，関連の皆様方の並々

ならぬご尽力により，飛躍的な成果を得ることが出来ました．今大会の記録は本号に収載されていま

すが，「2025 年，2050 年問題を徹底討論する」など，まさに未来への方向性を指し示すエポックメー

キングな大会であったと存じます．「地域包括ケア」は限られた時間の中で，「基礎」「臨床」「生活整備」

「社会制度の変革」など広大な課題に対する検討・推進が求められています．「高齢社会対策」として

世界のモデルとして発信して行くためには，「志」の高い多様な方々が叡智を出し合い，切磋琢磨し，

改良・改善し，作り上げていかねばなりません．本学会にも多くの方々が入会され，力を合わせて難

問解決に当たって頂く事を切望するものであります．

巻頭言




